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尿路感 染症 に対す るCefroxadine (CGP-9000)の 臨床 的検討
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各種尿路感染症に対し,新 経口用セファロスポリン系薬剤Cefroxadine (CGP-9000, CXD)を

投与し,臨 床的検討を行った。急性単純性膀胱炎83例 に本剤を1日500mgま た は750mg 3日 間投

与した。500mg投 与群,750mg投 与群ともに有効率は100%で あ ったが,著 効率はそれぞれ70%,

93.2%で あ り,差 がみられた。これは膿尿の正常化の差によるものであった。

慢性複雑性尿路感染症5例(膀 胱炎2例,腎 孟腎炎3例)に 対 し,1日750mgを7日 ～28日間

投与 した。著効2例,有 効1例,無 効2例 で,有 効率は60%で あった。

副作用 として2例(2.1%)に 熱感が認められたが,一 過性であり,継 続投与可能であった。

序 文

Cefroxadine (CGP-9000, CXD)はCIBA-GEIGY社

で新 し く開 発 さ れ た 経 口 セ フ ァ ロス ポ リン系 抗 生物 質

で,グ ラム陽 性菌 お よび グ ラム陰 性菌 に抗 菌力 を有 し,

広 域 ス ペ ク トルム を 示 し,そ の 抗 菌 力 はCephalexin

(CEX)よ り優れており,in vivoに おける感染防禦効

果はCEXよ り著しく高い1)。

今回,わ れわれは本剤の提供を受け,尿 路感染症に使

用する機会を得て,臨 床効果を検討 し,若 干の知見を得

たので報告する。
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Table 1 Clinical summary of acute simple cystitis with CXD (1)
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Table 1 Clinical summary of acute simple cystitis with CXD (2)
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Table 1 Clinical summary of acute simple cystitis with CXD (3)

No. 84•`49: Drop out Case
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対 象 と 方 法

1978年8月 から12月までに,東 京大学医学部泌尿器科

およびその関連病院泌尿器科に受診 した尿路感染症患者

を対象とした。対象症例は94例 であり,そ の内訳は急性

単純性膀胱炎89例,慢 性複雑性尿路 感染症5例 であっ

た。

1) 急性単純性膀胱炎

投与前の生菌数が104cells/ml未 満であった6例 を除

外し,83例について臨床効果を検討 した。

全例女子で,年 令分布は17才 から70才 で,平 均39.6才

であった。

投与方法としては1日500mgが10例,1日750mgが

73例で,両 者とも3日 間連続投与 した。

2) 慢性複雑性尿路感染症

臨床効果を検討した症例の内訳は膀胱炎2例,腎 孟腎

炎3例であった。男子2例,女 子3例 であり年令分布は

24才から70才で,平 均50.2才 であった。

投与方法としては1日750mgで,7日 か ら最長28日

間投与した。

急性症,慢 性症ともに総合臨床効果判定はUTI研 究

会の薬効評価基準(第2版)2)に 従 って行った。

なお成績の推計学的解析はX2検 定法を用いて行った。

3) 副作用

副作用の検討は急性単純性膀胱炎89例,慢 性複雑性尿

路感染症5例,計94例 について行った。投与開始から終

了までの自他覚的副作用の有無を観察 し,血 液検査の可

能であった症例については,血 液一般,肝 機能,腎 機能

の推移を検討した。

成 績

1) 急性単純性膀胱炎

急性単純性膀胱炎83例 の臨床成績をTable 1に 示 し

た。症例1か ら10ま でが1日500mg(分2)投 与 例で

症例11か ら83ま でが1日750mg(分3)投 与例である。

細菌尿,膿 尿,症 状として排尿痛の3項 目を指標とし

て臨床効果をまとめた。1日500mg投 与群(Table 2)

と750mg投 与群(Table 3)と に分け,比 較検討した。

500mg投 与群における細菌尿の陰性化は10例 中10例

(100%)で あ り,750mg投 与群では73例 中72例(98.6

%)で 両者とも陰性化率は極めて良好であった。膿尿に

ついてみると,500mg投 与群では正常化は10例 中7例

(70%)に みられたのに対し,750mg投 与 群では73例

中69例(94.5%)で あった。両群間には症例数の差がみ

られるが,750mg投 与群の正常化率は500mg投 与群に

比較 して有意に高かった(X20=4.04,p<0.05)。 症 状

としての排尿痛は両群ともに全例消失した。両群とも有

効率は100%で あ ったが,著 効 率をみると,500mg投

与群では70%で あ り,750mg投 与群では93.2%で あり,

差がみられたが,推 計学的には有意差は認められなかっ

た(X2=3.16, N. S.)。

2) 慢性複雑性尿路感染症

慢性複雑性尿路感染症5例 の臨床成績をTable 4に

示 した。

基礎疾患は膀胱炎では前立腺肥大症,前 立腺結石が各

1例 ずつ,腎 孟腎炎では神経因性膀胱1例,水 腎症2例

Table 4 Clinical summary of complicated UTI cases treated with CXD
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Table 5 Bacteriological Response to CXD

Table 6 Strain appearing after CXD treatment

であった。原因菌は膀胱炎では2例 ともE.coliで,腎

盂腎炎ではE. coli, P. vulgaris, Citrobacter 1株 ずつで,

E. coliの み消失 した。膿尿は2例 のみ正常化した。慢

性複雑性尿路感染症の総合臨床効果は著効2例,有 効1

例,無 効2例 で,有 効率は60%で あった。

急性単純性膀胱炎および慢性複雑性尿路感染症を含め

た上記症例よりの原因菌について本剤の細菌学的効果を

示したのがTable 5で ある。原因菌は88株 であり,E.

coliが74株 と大部分を 占め,次 いでKlebsiella 5株,

S. epidermidis 4株 と続いた。E. coli 1株,P. vulgaris

1株 が存続し,86株(97.7%)は 消失した。投与後出現

した細菌はKlebsiella 1株,S. faecalis 1株 で あった

(Table 6)。

3) 副作用

総投与症例94例 について検討したが,自 他覚的副作用

としては2例(2.1%)に 投与開始日の夜に熱感を訴え

たが,翌 日にはその熱感は消失 し,投 与を中止すること

もなかった。

また血液検査可能であった症例のうち,投 与後血液一

般,血 液生化学検査で異常を認めた症例はなかった。

考 察

今回,著 者らは急性単純性膀胱炎,お よび慢性複雑性

尿路感染症に射し,本 剤を使用 し,有 効率が前者では

100%,後 者では60%で あ り,好 成績が得られた、一更

に女子の急性単純性膀胱炎は抗生剤に対して,極 めて感

受性がよい。著者らの急性単純性膀胱炎での成績を分折

すると,1日500mg投 与群と750mg投 与群では著効率

において,前 者が70%,後 者が93.2%で あり,差 がみら

れた。これは膿尿の正常化率の差によるものであった。

従って1日 投与量は500mgよ り750mgの 方が,3日

間投与で,充 分な効果があげられると思われる。

急性単純性膀胱炎におけるCEX 1.0g 3日 間投与の

西村ら3)の成績では有効率97.8%,著 効率は72.8%で あ

った。本剤では1目750mg投 与で著効率が93.2%で,

CEX 1.0g投 与 と比較 して著効率が優れているのが特

徴であった。これは本剤の殺菌作用がCEXよ り優nlて

い ることもその理由の一つであろう。

慢性複雑性尿路感染症の症例は5例 と少なく,これだ

けでは評価は困難であるが,有 効率は60%で,経 口剤と

してはまずまずの成績であった。経口剤は下部尿路感染

症に対 し,使 用頻度が高いので,下 部尿路感染症におけ

る臨床効果と長期投与に対する安全性について今後さら

に検討する必要があろう。

副作用としては2例(2.1%)に 熱感を訴えたが,実

際に本人は体温測定をしていないのではっきりしない

し,投 与開始 日の夜だけであり,継 続投与可能であった

ので,本 剤との因果関係は薄いものと思われる。経口剤

によくみられる消化器症状は著者らの検討ではみられな

か った。
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Cefroxadine (CGP-9000, CXD) a new oral cephalosporin, was administered at a daily dose of 500mg or
750mg for 3 days to 83 female patients suffering from acute simple cystitis. The ratio of excellent response
was 70% in CXD 500mg group and 93 .2% in 750 mg group, showing no significant difference. The ratio
of pyuria cleared was significant difference between the both groups.

Five cases with complicated urinary tract infection (2 cases of cystitis and 3 cases of pyelonephritis)
were treated at a daily dose of 750mg for 7 days and more.

Excellent response was ,seen in 2. cases, moderate in 1 case, and poor in 2 cases.
As for the side effect, transient hot flushes were observed in 2 cases, but administration was continued

in these cases.


